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・ 谷内江望 , 荒川和晴 , " 基礎研究の入口かつ出口としての好奇心 ", 実験医学 , 2017, 35(13),

2190-2196. (Publisher)
・ 荒川和晴 , " 最強生物クマムシの御家騒動とオープンサイエンス ", バイオサイエンスとイ

ンダストリー , 2017, 75(2), 150. (Publisher)
・ 荒川和晴 , "G-language System による生物情報データベース活用法 ", 計測と制御 , 2014, 53

(5), 419-425. (Publisher)
・ 荒川和晴 , " 変わりゆく研究者コミュニティと学会の群雄割拠 ", 実験医学 , 2013, 31(6), 952

. (Publisher)
・ 堀川大樹，阿部 渉．荒川和晴，会津智幸，片山俊明，國枝武和，鈴木 忠，豊田 敦 , " 研

コミュ白書 第 4 回クマムシ研究者コミュニティー：市民との対話ツールとしてのクマムシ
", 細胞工学 , 2012, 31(11). (Web).

・ 荒川和晴 , " 生命活動とは何か - 生命情報科学が向うべき道 ", 日本バイオインフォマティ
クス学会ニュースレター , 2012, 25:2-3. (PDF).

・ 荒川和晴 , 入江直樹 , 谷上賢瑞 , 中村昇太 , " 研コミュ白書 第 3 回 NGS 現場の会：次世代
シークエンサーの現場にいる人たちの交流の場 ", 細胞工学 , 2012, 31(9). (Web).

・ 荒川和晴 , "G-language Project: バイオインフォマティクス研究のためのワークベンチ ", 日
本バイオインフォマティクス学会ニュースレター , 2012, 24:4-5 (PDF).

・ 八谷剛史、入江直樹、荒川和晴 , "Close Up 実験法：次世代シークエンサー活用術 ", 実験
医学 , 2011, 7 月号

・ Arakawa K, Yachie N, Tomita M, "Visualizing Complex Omics Information - Scientific
Visualization for Genomics and Systems Biology", BIOforum Europe 2008, 6:27-29 (PDF).

・ Arakawa K, Tomita M, "Large-scale Modeling for Systems Biology", BIOforum Europe, 2006, 10
:54-55 (PDF).

・ 荒川和晴 , " 次世代バイオインフォマティクスツールを目指して -G-language Project-", 日本
バイオインフォマティクス学会ニュースレター , 2006, 12:3-4 (PDF).

Books

・ "SFC バイオの軌跡 ", 荒川和晴 ( 編 ), KEIO SFC JOURNAL, 2023, 22(2). (Publisher)
・ "Nanopore Sequencing - Methods and Protocols", Arakawa K (Ed.), 2023, ISBN:978-1-0716-2995

-6. (Publisher)
・ " 新種発見！ 見つけて、調べて、名付ける方法 ", 共著 , 山と渓谷社 , 2022, ISBN-13: 978

-4635063203 (Amazon)
・ " 実験医学別冊　最強のステップ UP シリーズ ロングリード WET&DRY 解析ガイド　

シークエンスをもっと自由に！ ", 編集 , 羊土社 , 2021, ISBN-13: 978-4-7581-2253-5
(Publisher)

・ " 次世代シークエンサー DRY 解析教本 改訂第 2 版 ", 共著 , 学研メディカル秀潤社 , 2019,
ISBN-13: 978-4780909838 (Amazon)

・ " どこでも　誰でも　より長く　ナノポアシークエンサーが研究の常識を変える！ ", 企
画：荒川和晴 , 実験医学 2018 年 1 月号 Vol.36 No.1 (Publisher)

・ " 人工知能学大辞典 ", 人工知能学会 編 , 共立出版 , 2017 (Amazon)

・ " 水の生き物（学研の図鑑 LIVE）", 武田正倫 監修 , 学研 , 2016 (Amazon)

・ " オープンソースで学ぶバイオインフォマティクス ", オープバイオ研究会編 , 東京電機大
学出版 , 2008 (Amazon)

・ "Metabolomics - The Frontier of Systems Biology", 共著 , Springer-Verlag, 2005:211-220
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https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/book/9784758122535/index.html
http://www.jba.or.jp/pc/archive/2017/vol75_no2.html
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https://thebiologist.rsb.org.uk//biologist-archive?file=2018_02_12_Vol65_No1_TardigradeToughness&ext=jpg
http://www.g-language.org/data/gaou/doc/BIOforumEurope-2008.pdf
https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/em600/interview.html
https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/book/9784758125031/index.html
http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4320124200/gaounet-22/ref=nosim/


(Amazon)

・ " メタボローム研究の最前線 ", 共著 , シュプリンガー・フェアラーク , 2003:191-197
(Amazon)

Books (Translations)

・ "R と Bioconductor を用いたバイオインフォマティクス ", 共著 , シュプリンガー・フェア
ラーク , 2007, ISBN 978-4-431-73464-2 (Amazon)

Educational Tools

・ “ミクロモンスター LED 内臓ズーム顕微鏡＆調査キット”, 学研教育出版 , 2015 (Amazon)

Invited Talks/Lectures

・ Arakawa K, “Design and mass production of high performance biomaterials to realize the next
industrial revolution”, International Conference on Climate Change and Ne t Zero Carbon
Emissions, 2024, (11/10), Taichung, Taiwan

・ Arakawa K, “Design and Mass Production of High Performance Biomaterials to Realize the Next
Industrial Revolution”, International Symposium on Carbon-negative Futures, 2024, (11/6),
Taichung, Taiwan

・ 荒川和晴 , " 最強生物クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるのか ",
Science-ome, 2024, (1/24), Online

・ 荒川和晴 , "MIMB: Nanopore Sequencing", ナノポア現場の会 2023, (11/24), Tokyo, Japan
・ 荒川和晴 , "P2 Solo によるコガネグモ科クモゲノムの網羅的シークエンシング ", Nanopore

Day Tokyo 2023, (6/6), Tokyo, Japan
・ 荒川和晴 , " 極限環境生物クマムシの乾眠を実現する多様な非ドメイン型タンパク ", タン

パク質研究シンポジウム ~ タンパク質研究はいま新たなステージに入ろうとしている !~,
2022 (12/12), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物のナノポアシークエンシング：クマムシ・クモ・ミドリムシ ",
第 45 回日本分子生物学会年会 , 2022 (11/30), Makuhari, Japan

・ 荒川和晴 , " 最強素材クモ糸と最強生物クマムシのゲノミクス ", イベリアトゲイモリゲノ
ム解読記念シンポジウム , 2022 (9/25), Okazaki, Japan

・ Tomita M and Arakawa K, "Tsuruoka Science Park &#8211; Innovations in the twenty years of
scientific adventure", Australia-Japan Forum on the Innovation-hub Ecosystem, 2021 (11/29),
Online

・ 荒川和晴 , " いまこそ本当に面白い生物の研究を - 最強素材クモ糸と最強生物クマムシの
観点から ", 第 44 回日本分子生物学会年会 , 2021(12/1), Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , " 極限環境生物クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 2021 年
度 生理学研究所研究会「極限環境適応」, 2021 (11/11), Online

・ 荒川和晴 , " オモロイ生物のゲノム解析：クマムシとミドリムシを例に ", Virtual Nanopore
Day Japan, 2021 (10/28), Online

・ 荒川和晴 , " 節足動物が紡ぐ「糸」の進化 ", 日本昆虫学会第 81 回大会 , 2021 (9/5), Online
・ Arakawa K, "Learning from extraordinary abilities of nature: tardigrades and spider silk", SaSSOH,

2019 (9/19), Sapporo, Japan
・ 荒川和晴 , " 反モデル生物学：生物は例外こそが面白い ", 第 59 回 生命科学夏の学校 ,

2019 (8/31), Sapporo, Japan
・ Arakawa K, "Sequencing 1,000 spiders to elucidate the design mechanisms of spider silk proteins",

International Silk Conference, 2019 (6/13), Trento, Italy
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・ 荒川和晴 , " 比較ゲノム解析による極限環境微生物の紫外線耐性関連遺伝子の網羅的探索
", 第 92 回日本細菌学会総会 , 2019 (4/24), Sapporo, Japan

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的シークエンシング ", 第 41
回日本分子生物学会年会 , 2018 (11/28), Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , " クモ類網羅的シーケンシングによるクモ糸超高機能発現メカニズムの解明 ",
第 91 回日本生化学会大会 , 2018 (9/25), Kyoto, Japan

・ 荒川和晴 , " 生物に学ぶタンパク素材によるものづくり ~ 人工クモ糸の挑戦 ", 日本蜘蛛学
会 第 50 回大会 , 2018 (8/26), Hiroshima, Japan

・ 荒川和晴 , " ナノポアシーケンスによる de novo ゲノムアセンブリー～メガスケールから
ギガスケールまで ", オックスフォード・ナノポア現場の会 , 2018 (8/20), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, Michalczyk &#321;, Fujimoto S, Murai Y, Tomita M, "Phylum-wide genome
sequencing of Tardigrada", 14th International Symposium on Tardigrada, 2018 (8/2), Copenhagen,
Denmark

・ 荒川和晴 , " 網羅的シーケンシングによるクモ糸超高機能発現メカニズムの解明 ", 第 9 回
日本昆虫科学連合・日本学術会議共催シンポジウム「昆虫の恵み�」, 2018 (7/28), Tokyo,
Japan

・ 荒川和晴 , " 非脊椎動物における遺伝子水平伝搬の偽陽性を正しく理解する - クマムシで
の事例 ", 2017 年度生命科学系合同年次大会 , 2017 (12/6), Kobe, Japan

・ 荒川和晴 , "「非モデル生物のマルチオミクス解析 ークモ糸とクマムシの解析」, 龍谷大学
ワークショップ「NGS データの多彩な活用」, 2017 (11/12), Shiga, Japan

・ 荒川和晴 , "「超微量 DNA/RNA からのシーケンスライブラリ作成が実現するクマムシ一
匹からのゲノム・トランスクリプトーム解析」", タカラバイオ 次世代シーケンスで開く新
たな世界 NGS プレミアムセミナー , 2017 (10/26), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "「バイオテクノロジーと未来の都市 / 遺伝子デザイン」～微生物の可視化と生
命のデザイン、都市の目には見えない生命体～ ", Innovative City Forum 2017, 2017 (10/13),
Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 第 24 回自然科学研
究機構シンポジウム 極限環境における生命　～生命創成の探究に向けて～ , 2017 (9/18),
Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クモ類網羅的シーケンシングによる超高機能構造タンパク探索 ", 第 69 回日
本生物工学会大会 , 2017 (9/12), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, ""Untangling the spider silk genes using nanopore long reads", 第一回オックフォー
ドナノポア現場の会 , 2017 (8/22), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 非脊椎動物における遺伝子水平伝搬の偽陽性を正しく理解する - クマムシで
の事例 ", 遺伝研　研究会「生物種間における遺伝情報の水平移動」, 2017 (8/2), Mishima,
Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物研究者の恋しさとせつなさと（NGS の）心強さと ", 第五回
NGS 現場の会研究会 , 2017 (5/23), Sendai, Japan

・ Arakawa K, "Untangling the spider silk genes using nanopore long reads", London Calling 2017,
2017 (5/5), London, UK

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質による素材産業革命に向けたクモ類網羅的シーケン
シング ", IIBMP 一般公開講演 , 2016 (10/1), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的トランスクリプトーム解
析 ", BioFinanceGuild 2016, 2016 (8/26), Tsuruoka, Japan

・ 荒川和晴 , " クモ糸高機能発現メカニズムの解明に向けた網羅的トランスクリプトーム
シーケンシング ", 日本蜘蛛学会 48 回大会 公開シンポジウム「クモ糸研究の最前線：進
化・生態・機能」, 2016 (8/20), Kashiwa, Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物のマルチオミクス解析－クモ糸とクマムシの解析 ", 東京農業大
学生物資源ゲノム解析センター 2016 年度セミナー , 2016 (7/29), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 網羅的シーケンシングによるクモ糸高機能発現メカニズムの解明 ", イルミナ
ゲノムサミット 2016, 2016 (6/1), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "de novo トランスクリプトームアセンブリーによるクモ糸高機能発現メカニズ
ムの解明 ", 海洋地球インフォマティクス 2016 －情報・データの科学技術が社会の新しい
扉を拓く－ , 2016 (5/11), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "PacBio ロングリードが可能にするクモ及びクマムシのゲノム解析 ", 第 2 回
PacBio 現場の会 , 2016 (2/23), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "Design and mass production of high performance biomaterials to realize the next
Industrial revolution", Illumina ELEVATE, 2016, (1/31), Siem Reap, Cambodia

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的トランスクリプトーム解
析 ", Illumina iSchool プロフェッショナル Webinar, 2015 (11/27), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命情報科学ってなんだ？ ", 生命情報科学若手の会第 7 回研究会 , 2015 (10/2
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), Tsuruoka, Japan
・ 荒川和晴 , " 生物は、かくも「デザイン」されている：細胞、クマムシから宇宙まで、生

命のデザインを語るトークセッション ", WXD（ワイアード・バイ・デザイン）トーク
セッション , 2015 (5/31), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシから見える生の境界線 ", WIRED デスフェス , 2014 (11/30), Tokyo,
Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド & レジュームを可能にするクマムシ乾眠の分子機構 加
えて個人ゲノム時代のゲノムリテラシー教育について ", 東海大学 医学部 基礎医学系 分子
生命科学 情報生物医学研究室セミナー , 2014 (3/7), Isehara, Japan

・ 荒川和晴 , " パーソナルゲノム時代のリテラシーと教育 ", MEDALS 創薬研究におけるバイ
オデータベース講習会 , 2013 (12/12), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド＆レジュームを可能にするクマムシ乾眠の分子機構 ",
JAMSTEC BIOGEOS 領域セミナー , 2013 (11/27), Yokosuka, Japan

・ 荒川和晴 , "De Novo の達人 ",  NGS 現場の会 第三回研究会 , 2013, (9/5), Kobe, Japan
・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 山口大学理

学部附属生命パスウェイ解析センター講演会 , 2013 (2/26), Yamaguchi, Japan
・ 荒川和晴 , " 生命活動はどのように始まり、そしてどのように止まるか - ヨコヅナクマム

シ乾眠機構からのアプローチ ", 定量オミックスワークショップ , 2013 (1/22), Osaka, Japan
・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシ極限環境耐性のマルチオミクス解析 ", インシリコ・メガバ

ンク研究会 , 2012 (7/11), Sendai, Japan
・ 荒川和晴 , " マルチオミクス解析とバイオインフォマティクスによる微生物代謝のシステ

ムバイオロジー － 全細胞シミュレーションに向けて ", 東北大学 加齢研セミナー , 2011 (10
/27), Sendai, Japan

・ 荒川和晴 , " 全細胞シミュレーションに向けたマルチオミクス解析とモデリング環境の開
発 ", 東北大学第 25 回生体生命工学研究会 , 2011 (10/26), Sendai, Japan

・ 荒川和晴 , " バイオインフォマティクス環境の整備 : AmazonEC2 クラウドの活用 ", 生命情
報科学若手の会 沖縄セミナー , 2011, Okinawa, Japan

・ 荒川和晴 , " バイオインフォマティクスの最新動向 － 全細胞シミュレーションに向けて ",
CAMM フォーラム , 社団法人 企業研究会 , 2010, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " バクテリアゲノム解析 ", オープンバイオ講習会 , 東京大学医科学研究所 ,
2008, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " インハウスバイオインフォマティクス環境構築コース：G-language と Perl に
よるゲノム解析実習 ", KAST 財団法人神奈川科学技術アカデミー , 2005, Tokyo, Japan

・ 内藤泰宏 , 荒川和晴 , " システム生物学研究における Xserve を利用したソフトウェア開発
と実行 ", バイオ研究に活用するアップルソリューションセミナー , 2004, Kobe, Japan

Talks

・ 荒川和晴 , Flemming J, 杉浦健太 , 吉田祐貴 , Auvinen S, 田中冴 , 鳥飼直生 , 石川創良 , 鈴木
忠 , " 雲仙における環境 DNA 調査 ", 第 9 回クマムシ学研究会 , 2024 (12/7, Nagano, Japan

・ Arakawa K, “Sequence design for high-performance artificial spider silk”, 1st Asia&Pacific
Bioinformatics Joint Conference, 2024 (10/24), Naha, Japan

・ 中村浩之 , 伊藤雄介 , 佐藤知香子 , 渡部康羽 , 荒川和晴 , " クモ糸の配列と物性の連関 ",
2023 (8/26) Kumamoto, Japan

・ Arakawa K and Ishikawa T, "Construction of accurate gene model and draft genome sequencing
and assembly of Euglena gracilis Z", 2nd Annual International Congress on Euglenoids 2022 (11/7),
Online

・ Arakawa K, Tanaka S, "Tardigrades are shining models of anhydrobiosis research", 15th
International Symposium on Tardigrada, 2022 (8/24), Krakow, Poland

・ 荒川和晴 , " クマムシ乾眠関連遺伝子についての現時点での知見の整理 ", 第 6 回クマムシ
学研究会 , 2022 (1/16), Online

・ Arakawa K and Ishikawa T, "Draft genome sequencing and assembly of Euglena gracilis Z and
basecalling of Base J", 1st Annual International Congress on Euglenoids 2021 (11/8), Online

・ 荒川和晴 , "1,000 種のクモの解析から明らかになってきたクモ糸の可能性 と多様性 ", 日
本蜘蛛学会第 52 回大会 , 2020 (11/21), Online
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分子生物情報研究会（SIG-MBI）／第 20 回オープンバイオ研究会 , 2016 (3/17), Kanazawa,
Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動を停止してまで「乾燥」という環境変化に適応したクマムシ ",
BMB2015, 2015 (12/3), Kobe, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド＆レジューム機構から見る「生」と「死」の境界 ", 山
田研究会「生物と非生物をつなぐ」, 2015, (11/18) Shuzenji, Japan

・ 荒川和晴 , 河野暢明 , 藤原正幸 , 中村浩之 , 伊藤雄介 , 冨田勝 , " クモ類の網羅的シーケン
シング ", 日本蜘蛛学会第 47 回大会 , 2015 (8/23), Kyoto, Japan

・ 荒川和晴 , " 非古典的モデル生物遺伝子資源の活用に向けた NGS 解析 ", NGS 現場の会 第
４回研究会 , 2015 (7/2), Tsukuba, Japan

・ Arakawa K, Fujimoto S, Tomita M, "De novo genome sequencing of various tardigrades with ultra
low input", 13th International Symposium on Tardigrada, 2015 (6/23), Modena, Italy

・ 荒川和晴 , " ゲノムの配列から機能を予測する～非モデル生物遺伝子資源の活用に向けて
", 第 57 回人工知能学会分子生物情報研究会 (SIG-MBI) ／第 19 回オープンバイオ研究会 ,
2015 (3/21), Kanazawa, Japan

・ 荒川和晴 , " ゲノムの配列から機能を予測する～非モデル生物遺伝子資源の活用に向けて
", 第二回 阪大微研 x 慶應先端生命 合同研究会 , 2015 (3/5), Osaka, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシの乾燥耐性に関するマルチオミクス ", 第 7 回 Evo-Devo 青年の会 ,
2014 (10/11), Mishima, Japan

・ 荒川和晴 , " パーソナルゲノム時代のリテラシー教育 - 慶應 SFC での事例 ", 生命医薬情報
学連合大会 2014, 2014 (10/3), Sendai, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド＆レジューム機構 ", 阪大微研 x 慶應先端生命 合同研究
会 , 2014 (4/18), Tsuruoka, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシにおける乾眠の早さの違いはどこからうまれるのか ", 生命情報科学
若手の会 第五回研究会 , 2014 (2/17), Chiba, Japan

16



・ 荒川和晴 , " 生命活動はどのように始まり、そしてどのように止まるか - クマムシ乾眠機
構からのアプローチ ", 定量生物学の会 第六回年会 , 2013 (11/24), Osaka, Japan

・ 荒川和晴 , " パーソナルゲノム時代のリテラシー教育 ", 生命医薬情報学連合大会 , 2013
(10/31), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "Molecular mechanisms of cryptobiosis in tardigrade Ramazzottius varieornatus - the
third state between life and death", 7th AYRCOB, 2013 (9/10), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Multi-Omics Study of Tardigrade
Ramazzottius Varieornatus Reveals Dynamic Metabolic Response During Anhydrobiosis ", Plant &
Animal Genome Asia 2013, 2013 (3/18), Singapore, Singapore

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 生命情報科
学若手の会 第四回研究会 , 2013, (3/1), Okazaki, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動はどのように始まり、そしてどのように止まるか - ヨコヅナクマム
シ乾眠機構からのアプローチ ", 定量オミックスワークショップ , 2013 (1/22), Osaka, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 第 35 回日
本分子生物学会年会 , 2012 (12/13), Fukuoka, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", JST-BBSRC
Workshop on Systems Redox Regulation, 2012 (10/25), Tsuruoka, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動とは何か ー 生命と非生命の境界線を探る ", 4 会合同シンポジウム
「これからの生命科学を考える」, 2012 (10/16), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "Multi-omics study of the molecular mechanisms of extremo-tolerance in tardigrade
Ramazzottius varieornatus", 日本微生物生態学会 , 2012 (9/20), Toyohashi, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 12th
International Symposium on Tardigrada, 2012 (6/25), Porto, Portugal

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシ乾眠機構のメタボローム解析 ", 極限環境生物学会 , 2012 (6
/23), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "《クリックちゃん》を創るためには何が必要か - G-language Project のアプロー
チ ", 第４８回人工知能学会 分子生物情報研究会（SIG-MBI）／第１５回オープンバイオ研
究会 , 2012 (3/24),  Ishikawa, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 第 34 回日
本分子生物学会年会 , 2011 (12/14), Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシのマルチオミクス解析 ", 生命情報科学若手の会 第３回研究
会 , 2011 (10/16), Okazaki, Japan

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシのマルチオミクス解析 ", 生命情報科学若手の会 沖縄セミ
ナー , 2011 (9/3), Okinawa, Japan

・ Arakawa K, "G-language Project: the last 10 years and beyond", BOSC, 2011 (7/16), Vienna,
Austria

・ 荒川和晴 , "Dashcode 3 による次世代ウェブアプリケーション開発 ", BH10.10 統合データ
ベース技術情報交換ワークショップ , 2010 (10/19), Shuzenji, Japan

・ 荒川和晴 , " ウェブサービス統合のためのユーザインタフェース ", BH10.10 統合データ
ベース技術情報交換ワークショップ , 2010 (10/19), Shuzenji, Japan

・ 荒川和晴 , " 複製するメディアとしてのバクテリアゲノムの秩序 ", 生命情報科学若手の会
第二回研究会 , 2010 (10/9), Mishima, Japan

・ 荒川和晴 , " ポスドク in silico 実現のために。", ライフサイエンスバー vol.2 オープンバイ
オ研究会 × 生命情報科学若手の会 , 2010 (9/3), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 複製によって形成されたバクテリアゲノム構造の解析 ", 日本進化学会大会 ,
2010 (8/3), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "G-language Bookmarklet: a gateway for Semantic Web,
Linked Data, and Web Services", BOSC, 2010 (7/9), Boston, USA

・ Arakawa K, Kono N, Tomita M, " バクテリアゲノム構造のバイオインフォマティクス ", 第
83 回日本細菌学会総会 , 2010, Yokohama, Japan

・ Kunieda T, Kuwahara H, Horikawa DD, Toyoda A, Katayama T, Arakawa K, Yamaguchi A,
Shin-I T, Ohishi K, Motoyama A, Aizu T, Hasebe Y, Kido N, Kanehisa M, Kubo T, Kohara Y,
Fujiyama A, “Genome analysis and functional proteomics of anhydrobiotic extremotolerant
tardigrade, Rammazzottius cf. varieornatus”, MBSJ2009, 2009, Yokohama, Japan

・ Kunieda T, Kuwahara H, Horikawa DD, Toyoda A, Katayama T, Arakawa K, Shin-I T, Ohishi K,
Motoyama A, Aizu T, Kohara Y, Fujiyama A, "The tardigrade genome of an anhydrobiotic
extremotolerant species, Ramazzottius varieornatus", ISEPEP3, Tsukuba, Japan

17



・ Kunieda T, Kuwahara H, Horikawa DD, Toyoda A, Katayama T, Arakawa K, Shin-I T, Ohishi K,
Motoyama A, Aizu T, Kohara Y, Fujiyama A, "The tardigrade genome of an anhydrobiotic
extremotolerant species, Ramazzottius varieornatus", 11th International Symposium on Tardigrada,
2009, Tuebingen, Germany

・ Katayama T, Arakawa K, Hasebe Y, Kido N, Kunieda T, Toyoda A, Shin-I T, Horikawa DD,
Kuwahara H, Ohishi K, Motoyama A, Aizu T, Kanehisa M, Kohara Y, Fujiyama A, "Draft genome
sequence assembly and preliminary annotations of Ramazzottius varieornatus genome", 11th
International Symposium on Tardigrada, 2009, Tuebingen, Germany

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Comparative metabolome
profiling of active and anhydrobiotic states of Tardigrade Ramazzottius varieornatus", 11th
International Symposium on Tardigrada, 2009, Tuebingen, Germany

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "Web Service Interface for G-language Genome
Analysis Environment", BOSC, 2009, Stockholm, Sweden

・ 荒川和晴 , 冨田勝 , " 仮説推論・検証型 生命情報科学のためのソフトウェアとインタ
フェース - G-language・GEM System・Genome Projector・E-Cell 3D -", 第一回生命情報科学
若手の会 , 2009, Mishima, Japan

・ Arakawa K, "E-Cell 3D: 3-Dimensional Visualization of Dynamic Cell Simulation", BOSC, 2008,
Toronto, Canada

・ 荒川和晴 , " G-language Genome Analysis Environment 2 に向けて ", 第３６回人工知能学会
分子生物情報研究会（SIG-MBI）／第９回オープンバイオ研究会 , 2008, Ishikawa, Japan

・Arakawa K, Saito R, Tomita M, "Noise-reduction filtering for accurate detection of replication
termini in bacterial genomes", JSBi2007, 2007, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "E-Cell 3D: 細胞シミュレーションの三次元可視化 ", 第７回オープンバイオ研究
会 , 2007, Apple Store Ginza-Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "E-Cell Simulation Environment and E-Cell 3D visualization front-end", ISMB,
Vienna, Austria

・ Arakawa K, "Latest developments of the G-language Genome Analysis Environment in 2007",
BOSC, Vienna, Austria

・ Arakawa K, "E-Cell 3D: 3-Dimensional Visualization Front-End for E-Cell Simulation
Environment", BOSC 2007, Vienna, Austria

・ 荒川和晴 , " 微生物ゲノムの解析：複製開始点と tRNA 予測の事例紹介（おまけつき）",
かずさバイオインフォマティクスセミナー , 2007, Kazusa, Japan

・ 荒川和晴 , "IAB におけるソフトウェアリソースの紹介：G-language と E-Cell", 生物情報の
相互運用性 2007, 2007, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "E-Cell 3D プロジェクトの紹介 ", 第３５回 人工知能学会 分子生物情報研究会
（SIG-MBI）／第六回オープンバイオ研究会 , 2007, Ishikawa, Japan

・ 荒川和晴 , " 細胞シミュレーションのためのソフトウェア環境 ", 第一回機能ゲノミクス研
究会／ゲノム情報利用ワークショップ 2007, 2007, Kazusa, Japan

・ 荒川和晴 , " システム生物学のためのシステム ", 第三回複雑ネットワーク研究会 , 2006,
Fujisawa, Japan

・ 荒川和晴 , "E-Cell 3D: 細胞シミュレーションの新しい見方 ", 第三回オントロジー研究会／
第四回オープンバイオ研究会 , 2006, Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "From Genome to Pathways and Simulation", The 21st Century COE Young Scientist
Workshop 2006 in Shonan, 2006, Fujisawa, Japan

・ Arakawa K, "G-language Project Updates", BOSC, 2006, Fortaleza, Brazil

・ 荒川和晴 , "From Genome to Pathways and Simulation", 第二回複雑ネットワーク研究会 ,
2006, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "GPAC: アノテーション精度に対する解析手法の感受性解析 ", 第三回オープン
バイオ研究会 , 2006, Ishikawa, Japan

・ 荒川和晴 , "G-language Project", 第二回オープンバイオ研究会 , 2005, Yokohama, Japan

18



・ Arakawa K, "G-language Project in 2005", BOSC, 2005, Detroit, USA

・ 荒川和晴 , "G-language Genome Analysis Environment", 第一回オープンバイオ研究会 , 2005,
Ishikawa, Japan

・ 荒川和晴 , "G-language Genome Analysis Environment", オープンバイオ BoF, 2004,
Yokohama, Japan

・ Arakawa K, "GEM System: Automatic generation of dynamic cell-wide metabolic pathway model
from the genome", 21COE Young Scientist Symposium, 2004, Tsuruoka, Japan

・ Arakawa K, "G-language Genome Analysis Environment", BOSC, 2004, Glasgow, UK

・ 荒川和晴 , "G-language Genome Analysis Environment", 生物情報資源の構築・提供側にとっ
ても , 利用者側にとっても嬉しい環境を求めて：GRID, Web services, 言語など , 2003,
Mishima, Japan

・ Arakawa K, "Metabolomics for whole E.coli modeling", E.coli Symposium, 2003, Awaji, Japan

・ Arakawa K, "G-language genome analysis environment", E.coli Symposium, 2003, Awaji, Japan

Posters (Selected)

・ Arakawa K, "Learning from extraordinary abilities of nature: tardigrades and spider silk", 2nd
JAG-FoS, 2019 (9/28), Kyoto, Japan

・ Arakawa K, "Phylum-wide genome sequencing of Tardigrada with ultra-low input", ISMB/ECCB
2019, 2019 (7/22), Basel, Switzerland

・ 荒川和晴 , 河野暢明 , 中村浩之 , 大利麟太郎 , 冨田勝 , 沼田圭司 , " 超高機能構造タンパク
質データベースの開発 ", トーゴーの日シンポジウム 2017, 2017 (10/4), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, Fujimoto S, Tomita M, "De novo genome sequencing of various tardigrades with ultra
low input", ISMB/ECCB 2015, 2015 (7/12), Dublin, Ireland

・ 荒川和晴 , 冨田勝 " ドゥジャルダンヤマクマムシのドラフトゲノム解析 ", 第 37 回日本分
子生物学会年会 , 2014, (11/25), Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシにおける乾眠の早さの違いはどこからうまれるのか ", 生命情報科学
若手の会 第五回研究会 , 2014 (2/17), Chiba, Japan

・ 荒川和晴 , 冨田勝 " クマムシにおける乾眠の早さの違いはどこからうまれるのか ", 第 36
回日本分子生物学会年会 , 2013, (12/4), Kobe, Japan

・ 荒川和晴 , " 微量サンプルシーケンスで切り拓く微小な非モデル生物の分子生物学 ", NGS
現場の会 第三回研究会 , 2013, (9/4), Kobe, Japan

・ Arakawa K, Tomita M, "De novo transcriptome sequencing and assembly of tardigrade species
from ultra low input mRNA-Seq", ISMB/ECCB, 2013 (7/22), Berlin, Germany

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 生命情報科
学若手の会 第四回研究会 , 2013, (3/1), Okazaki, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 第 35 回日
本分子生物学会年会 , 2012 (12/13), Fukuoka, Japan

・ Arakawa K, Tomita M, "Measures of compositional strand bias related to replication machinery
and its applications", The 8th 3R Symposium, 2012 (11/27), Awaji, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", FOSBE2012
, 2012 (10/22), Tsuruoka, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 生命医薬情
報学連合大会 , 2012 (10/15), Tokyo, Japan

19



・ Arakawa K,  Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Quantitative metabolomics of
extremotolerant tardigrade Ramazzottius varieornatus reveals dynamic response during
anhydrobiosis", ECCB, 2012 (9/10), Basel, Switzerland

・ Arakawa K, Kono N, Tomita M, "Genome Projector and Pathway Projector", The First 10 Years of
UniProt Symposium, 2012 (9/8), Basel, Switzerland

・ 荒川和晴 , " パーソナルゲノム時代に向けたゲノム解析の実践教育 ", NGS 現場の会 , 2012
(5/25), Osaka, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Metabolomics of tardigrade
Ramazzottius varieornatus reveals dynamic metabolic response during anhydrobiosis", 第 34 回日
本分子生物学会年会 , 2011 (12/14), Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシゲノムの構造・機能アノテーションにおける mRNA-Seq
データの活用 ", NGS 現場の会 , 2011 (5/29), 熱海 , Japan

・ Arakawa K, Oshita K, Kono N, Kido N, Tomita M, "G-language System: an ecosystem of
bioinformatics suites", 第 33 回日本分子生物学会年会 , 2010 (12/10), Kobe, Japan

・ Arakawa K, Tomita M, "Quantitative analysis of replication-related mutation and selection
pressures in bacterial chromosomes and plasmids using generalised GC skew index", 3R
Symposium, 2010 (10/29), Toyama, Japan

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "G-language Bookmarklet: a gateway for Semantic Web,
Linked Data, and Web Services", ECCB, 2010 (9/27), Ghent, Belgium

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "G-language Bookmarklet: a gateway for Semantic Web,
Linked Data, and Web Services", ISMB, 2010 (7/12), Boston, USA

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "G-language Bookmarklet: オンライン生命情報リ
ソースへのお手軽ゲートウェイ ", 第 13 回オープンバイオ研究会 , 2010, Ishikawa, Japan

・ Arakawa K, Kido N, Oshita K, Tomita M, "REST/SOAP Web Service API for G-language
System", GIW, 2009, Yokohama, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Comparative metabolome
profiling of active and anhydrobiotic states of Tardigrade Ramazzottius varieornatus", 第 32 回日本
分子生物学会年会 , 2009, Yokohama, Japan

・ 荒川和晴 , 鈴木治夫 , 冨田 勝 , " バクテリア染色体及びプラスミドにかかる複製選択圧の
定量解析 ", 第 11 回日本進化学会大会 , Sapporo, Japan

・ Arakawa K, Ito T, Kunieda T, Horikawa D, Soga T, Tomita M, "Comparative metabolome
profiling of active and anhydrobiotic states of Tardigrade Ramazzottius varieornatus", ISEPEP3,
2009, Tsukuba, Japan

・Arakawa K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment Version 2: Integrated
workbench for computational genome sequence analysis", ISMB, 2009, Stockholm, Sweden

・荒川和晴 , 木戸信博 , 大下和希 , 冨田勝 , "G-language Project:BioHackathon 2009 のサマリー
", 第１１回オープンバイオ研究会 , 2009, Ishikawa, Japan

・荒川和晴 , 冨田勝 , " ゲノム解析ワークベンチ G-language GAE v.2", BMB2008（第 31 回日
本分子生物学会年会・第 81 回日本生化学会大会 合同大会）, 2008, Kobe, Japan

・Arakawa K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment Version 2: Integrated
workbench for computational genome sequence analysis", GIW2008, 2008, Gold Coast, Australia

・Arakawa K, Tomita M, "The GC skew index: a quantitative measure of genomic compositional
asymmetry", 3R Symposium 2008, 2008, Tsumagoi, Japan

・Arakawa K, Saito R, Tomita M, "Noise-reduction filtering for accurate detection of
replication-related selection in bacterial genomes", ISMB, 2008, Toronto, Canada

・Arakawa K, Hattori R, Kouchi H, Yamada Y, Kishi A, Kobayashi Y, Tomita M, "G-language
Genome Analysis Environment Version 2: Integrated workbench for computational genome
sequence analysis", APBC2008, 2008, Kyoto, Japan

・Arakawa K, Saito R, Tomita M, "Noise-reduction filtering for accurate detection of replication
termini in bacterial genomes", JSBi2007, 2007, Tokyo, Japan

・荒川和晴 , 谷内江望 , 冨田勝 , "E-Cell 3D: 細胞シミュレーションデータの三次元可視化 ",
BMB2007（第 30 回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化学会大会合同大会）, 2007,
Yokohama, Japan

・Arakawa K, Yachie N, Tomita M, "E-Cell Simulation Environment 3D: 3-dimensional visualization
of cellular simulation results.", ISMB, 2007, Vienna, Austria

・Arakawa K, Ogawa Y, Tomita M, "Database driven approach for automatic construction of dynamic
cell-wide metabolic pathway models", ICSB, 2006, Yokohama, Japan

・Arakawa K, Kono N, Tamaki S, Yoshida H, Tomita M, "GEM System version 2 for the analysis of
metabolic pathways", ISMB, 2006, Fortaleza, Brazil

20



・Arakawa K, Tomita M, "Rapid prototyping of cell-wide metabolic pathway models from the
genome sequence", SwissProt 20 Years, 2006, Fortaleza, Brazil

・Arakawa K, Ogawa Y, Nakayama Y, Tomita M, "Database driven approach for automatic
construction of dynamic models of cell-wide metabolic pathways", IUBMB, 2006, Kyoto, Japan

・荒川和晴 , 小川雪乃 , 中山洋一 , 冨田勝 , " 各種データベースを利用した大規模代謝シミュ
レーションモデルの自動生成 ", 第 28 回日本分子生物学会年会 , 2005, Fukuoka, Japan

・ Arakawa K, Uno R, Nakayama Y, Tomita M, "Computational analysis of Chi orientation in
Escherichia coli based on genomic nucleotide composition", 3R Symposium, 2005, Awaji, Japan

・Arakawa K, Ogawa Y, Nakayama Y, Tomita M, "Database driven approach for automatic
construction of dynamic models of cell-wide metabolic pathways", ISMB, 2005, Detroit, USA

・荒川和晴 , 中山洋一 , 冨田勝 , " ゲノム情報に基づいた大規模動的代謝パスウェイモデルの
自動生成 ", 第 27 回日本分子生物学会年会 , 2004, Kobe, Japan

・Arakawa K, Yamada Y, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "GEM System: Automatic generation
of dynamic cell-wide metabolic pathway model from the genome", ICSB, 2004, Heidelberg,
Germany

・Arakawa K, Yamada Y, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "GEM System: Automatic generation
of dynamic cell-wide metabolic pathway model from the genome", 21COE Young Scientist
Symposium, 2004, Tsuruoka, Japan

・Arakawa K, Yamada Y, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "GEM System: Automatic generation
of dynamic cell-wide metabolic pathway model from the genome",  ISMB, 2004, Glasgow, UK

・荒川和晴 , 山田洋平 , 駒井宏美 , 篠田幸作 , 中山洋一 , 冨田勝 , " 大規模パスウェイモデルの
自動生成 ", 第 26 回日本分子生物学会年会 , 2003, Kobe, Japan

・Arakawa K, Yamada Y, Komai H, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "Automatic generation of
cell-wide pathway model from complete genome", GIW, 2003, Yokohama, Japan

・Arakawa K, Nakayama Y, Tomita M, "Frequency of short palindromes decreases around Chi-sites
in Escherichia coli", 3R Symposium, 2003, Awaji, Japan

・Arakawa K, Hattori R, Yamada Y, Kobayashi Y, Kouchi H, Atsuko Kishi, Tomita M, "G-language
genome analysis environment version 2", E.coli Symposium, 2003, Awaji, Japan

・Arakawa K, Hattori R, Yamada Y, Kobayashi Y, Kouchi H, Atsuko Kishi, Tomita M, "G-language
genome analysis environment version 2", CBI, 2003, Tokyo, Japan

・Arakawa K, Yamada Y, Komai H, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "Automatic generation of
cell-wide pathway model from complete genome", CBI, 2003, Tokyo, Japan

・Arakawa K, Yamada Y, Komai H, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M,  "Automatic generation of
cell-wide pathway model from complete genome", ISMB, 2003, Brisbane, Australia

・Arakawa K, Yamada Y, Komai H, Shinoda K, Nakayama Y, Tomita M, "Automatic generation of
cell-wide pathway model from complete genome", First IECA Conference on Systems Biology of
E.coli, 2003, Tsuruoka, Japan

21



・Arakawa K, Mori K, Matsuzaki T, Hattori R, Yamada Y, Tomita M, "Development and
Implementation of the G-language Genome Analysis Environment Version 2", RECOMB, 2003,
Berlin, Germany

・Arakawa K, Mori K, Matsuzaki T, Hattori R, Yamada Y, Tomita M, "Development and
Implementation of the G-language Genome Analysis Environment Version 2", Frontier of Microbial
Genome Research, 2003, Kazusa, Japan

・Arakawa K, Mori K, Matsuzaki T, Hattori R, Yamada Y, Tomita M, "Development and
Implementation of the G-language Genome Analysis Environment Version 2", Genome Informatics
13: 529-530 (2002), Universal Academy Press Inc, Tokyo (ISBN 4-946443-79-7), Tokyo, Japan

・荒川和晴 , 森航哉 , 松崎建君 , 服部亮 , 山田洋平 , 冨田勝 , "G-language Genome Analysis
Environment Version 2 の設計と開発 ", 第 25 回日本分子生物学会年会 , 2002, Yokohama,
Japan

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", US-JAPAN Joint
Workshop on Systems Biology of Useful Microorganisms, 2002, Tsuruoka, Japan

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", ISMB, 2002,
Edmonton, Canada

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", RECOMB, 2002,
Washington D.C., U.S.A.

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", Frontier of
Microbial Genome Research, 2002, Kazusa, Japan

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", 2nd ASM and TIGR
Conference on Microbial Genomes, 2002, Las Vegas, U.S.A.

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", Genome Informatics
12: 326-327 (2001), Universal Academy Press Inc, Tokyo (ISBN 4-946443-72-X), Tokyo, Japan

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", 第 24 回日本分子
生物学会年会 , 2001, Yokohama, Japan

・Arakawa K, Mori K, Uno R, Nakayama Y, Tomita M, "G-language Genome Analysis
Environment", 3R Symposium, 2001, Kobe, Japan

・Arakawa K, Mori K, Tomita M, "G-language Genome Analysis Environment", Fall Symposium at
Institute for Advanced Biosciences, 2001, Tsuruoka, Japan

・Arakawa K, Uno R, Nakayama Y, Tomita M, "Computational Analysis of the Strand Bias of the Chi
Sequences and Other Oligonucleotides in Bacterial Genomes", Genome Informatics 11: 311-312
(2000), Universal Academy Press Inc, Tokyo (ISBN 4-946443-65-11), Tokyo, Japan

・荒川和晴 , 鵜野レイナ , 中山洋一 , 冨田勝 , " バクテリアゲノムにおけるχ配列および
G-rich オリゴ配列の方向性に関する解析 ", 第 23 回日本分子生物学会年会 , 2000, Kobe,
Japan

Funding

22



・  Academic Year 2024-2026 経済産業省中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小企業等
研究開発支援事業）Go-Tech 　「シングルセルレパトア解析とＡＩ駆動科学に基づいた抗
体医薬品開発プラットフォームの確立」２０２４１０１８財東北第１１号 .

・  Academic Year 2022-2032 文部科学省 データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェク
ト事業 MEXT Program: Data Creation and Utilization-Type Material Research and Development
Project JPMXP1122714694

・  Academic Year 2021-2025 KAKENHI Grant-in-Aid for Transformative Research (A), No. 21
H05279, from the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).

・  Academic Year 2019-2024 生命創生探求センター ExCELLS 課題研究 ( 一般 ) Cooperative
Study Program of Exploratory Research Center on Life and Living Systems(ExCELLS) No. 19-501

・  Academic Year 2018-2019 生命創生探求センター ExCELLS 課題研究 ( シーズ発掘 )
・  Academic Year 2017-2020 KAKENHI Grant-in-Aid for Scientific Research (B), No. 17H03620,

from the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).
・  Academic Year 2016-2019 New Energy and Industrial Technology Development Organization

(NEDO)
・  Academic Year 2016-2017 Astrobiology Center of  National Institutes of Natural Sciences

(NINS).
・  Academic Year 2014-2019 ImPACT from the Cabinet Office, Government of Japan
・  Academic Year 2014-2015 Grant for Basic Science Research Projects from The Sumitomo

Foundation.
・  Academic Year 2010 新領域融合研究センター 融合研究シーズ探索提案（共同提案者）
・  Academic Year 2010-2013 KAKENHI Grant-in-Aid for Young Scientists (A), No.22681029, 2010

, from the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).
・  Academic Year 2008-2009 KAKENHI Grant-in-Aid for Young Scientists (B), No.20710158, 2008

, from the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).
・  Academic Year 2007 KAKENHI Grant-in-Aid for Young Scientists (Start-up), No.19810021,

2007, from the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).
・  Academic Year 2004-2006 KAKENHI Grant-in-Aid for JSPS Fellows, from the Japan Society for

the Promotion of Science (JSPS).
・  Academic Year 2004 The Ryoichi Sasakawa Young Leaders Fellowship Fund.
・  Academic Year 2003 Taikichiro Mori memorial research grants.

Patent

・ " ポリペプチド、核酸、成形体、組成物及びその製造方法、並びに物性向上剤 ", 中村浩
之・荒川和晴・沼田圭司・河野暢明 , 特許第 7177453 号

・ " ユーグレナのパラミロン含有量を増加させる方法 ", 田中 優史・小川 貴央・丸田 隆典・
石川 孝博・荒川 和晴・鈴木 健吾 , 特許第 6242525 号

Media Appearance

・ NHK Yamagata News 2017.07.28 6:55 ～ 7:00, 7:45-8:00
・ NHK 「あさイチ」2017.03.02 8:15-9:54
・ Radio Nikkei RN2 2013.08.26-30
・ Futurescape, FM Yokohama 2013.08.10

Media Recognitions

・ " 日本蜘蛛学会の人に聞いてみた　本物のクモのアメイジングな力 ", ＤＶＤ＆動画配信

23



でーた （２０１９年７月号）, 06/20 2019 (URL)
・ " 生命というレンズを通じて見る、環境とモビリティの「これから」：クラリティ PHEV

×生命科学 ", WIRED, 11/21 2018 (URL)
・ “New Species of Tardigrade Discovered in Japanese Parking Lot", GIZMODO, 2/28 2018 (URL)
・"A new species of tardigrade lays eggs covered with doodads and streamers", Science News, 2/28

2018(URL)
・"New tardigrade species Macrobiotus shonaicus sp. nov. identified in Japan", Science Daily, 2/28

2018 (URL)
・"A Totally New Species of Tardigrade Was Just Discovered in a Japanese Carpark", Science Alert,

2/28 2018 (URL)
・"An Even-Weirder-Than-Usual Tardigrade Just Turned Up in a Parking Lot", Live Science, 2/28

2018 (URL)
・"A New Tardigrade Species is Found Hiding in a Parking Lot", Outer Places, 2/28 2018 (URL)
・"Newly Discovered Tardigrade Species Is Not Cute", Inverse Science, 2/28 2018 (URL)
・"Mysterious Moss Piglet: Researchers discover new tardigrade species", PLOS Research News, 2

/28 2018 (URL)
・"New tardigrade species Macrobiotus shonaicus sp. nov. identified in Japan", Eurek Alert, 2/28

2018 (URL)
・"New tardigrade species Macrobiotus shonaicus sp. nov. identified in Japan", PHYS ORG, 2/28

2018 (URL)
・"New Tardigrade Species Found in Parking Lot", Popular Mechanics, 3/1 2018 (URL)
・"New tardigrade found in Japanese car park", COSMOS, 3/1 2018 (URL)
・"New species of 'indestructible' tardigrade discovered in a parking lot in Japan", Daily Mail, 3/1

2018 (URL)
・"New species of tardigrade discovered in Japan", Brinkwire, 3/1 2018 (URL)
・"New Tardigrade Discovered: Mystery Eight-Legged Micro-Animal Found Lurking In Parking

Lot", Newsweek, 3/1 2018 (URL)
・"New Tardigrade Species Found In Moss From Parking Lot In Japan", International Business Times

US, 3/1 2018 (URL)
・"A new species of tardigrade was found in a Japanese car park and it's even more peculiar than

others", International Business Times UK, 3/1 2018 (URL)
・"New species of tardigrade found in a Japanese car park", Alphr, 3/1 2018 (URL)
・"New Species of Tardigrade Found In Japan: Earth’s Smallest Animal Discovered At A Parking

Lot In Tsuruoka", Latestly, 3/1 2018 (URL)
・"Macrobiotus shonaicus sp. nov, une nouvelle esp&#232;ce de tardigrade", Actualit&#233;

Houssenia Writing, 3/1 2018 (URL)
・"Spesies Baru Hewan Abadi Tardigrada Ditemukan di Jepang", TEMPO, 3/1 2018 (URL)
・"New species of tardigrade, world's most indestructible creature, discovered in parking lot in Japan",

USA Today, 3/1 2018 (URL)
・"New Species of 'Indestructible' Animal Found in Surprising Place", National Geographic, 3/1 2018

(URL)
・"Scientists discover strange new water bear species", UPI, 3/1 2018 (URL)
・"New Tardigrade Species Found in Parking Lot in Japan", Smithsonion, 3/1 2018 (URL)
・"Nieuw Beerdiertje ontdekt opeen parkeerplaats In Japan", Scientias, 3/1 2018 (URL)
・"New Tardigrade Species That Lays Unique Eggs Dicovered In A Parking Lot In Japan", Tech

Times, 3/1 2018 (URL)
・"New species of tardigrade, world's most indestructible creature, discovered in parking lot in Japan",

Tennessean, 3/1 2018 (URL)
・"New 'indestructible' species of tardigrade found lurking in Japanese parking lot", Aol, 3/2 2018

(URL)
・"New Tardigrade Species Discovered In Parking Lot", Valuewalk, 3/1 2018 (URL)
・"New Tardigrade Species Found In Japan", 14U News, 3/1 2018 (URL)
・"New Species Of Tardigrade, World’s Most Indestructible creature, discovered In Parking Lot In

Japan", King5 News, 3/1 2018 (URL)
・"New Species Of Tardigrade, World’s Most Indestructible creature, discovered In Parking Lot In

Japan", abc10, 3/1 2018 (URL)
・"New Species Of Tardigrade, World’s Most Indestructible creature, discovered In Parking Lot In

Japan", 12newsnow, 3/1 2018 (URL)
・"Scientists discover strange new water bear species", Breitbart, 3/1 2018 (URL)

24

https://www.scientias.nl/nieuw-beerdiertje-ontdekt-op-parkeerplaats-japan/
https://www.popularmechanics.com/science/environment/a18927892/new-tardigrade-species-found-in-parking-lot/
https://tekno.tempo.co/read/1065554/spesies-baru-hewan-abadi-tardigrada-ditemukan-di-jepang
http://www.abc10.com/article/news/nation-now/new-species-of-tardigrade-worlds-most-indestructible-creature-discovered-in-parking-lot-in-japan/465-690eaaae-c5bd-40af-a5ae-670a0678cb64
http://www.ibtimes.com/new-tardigrade-species-found-moss-parking-lot-japan-2658666
https://www.aol.com/article/news/2018/03/01/new-indestructible-species-of-tardigrade-found-lurking-in-japanese-parking-lot/23374703/
http://en.brinkwire.com/179954/new-species-of-tardigrade-discovered-in-japan/
https://www.usatoday.com/story/news/2018/03/01/new-species-tardigrade-discovered-parking-lot-japan/385779002/
https://www.sciencenews.org/article/new-species-tardigrade-lays-eggs-covered-doodads-and-streamers
https://www.latestly.com/social-viral/new-species-of-tardigrade-found-in-japan-earths-smallest-animal-discovered-at-a-parking-lot-in-tsuruoka-48632.html
https://www.livescience.com/61885-weird-tardigrade-found-parking-lot.html
https://www.eurekalert.org/pub_releases/2018-02/p-nts022218.php
https://www.inverse.com/article/41758-new-tardigrade-species-water-bear
http://www.breitbart.com/news/scientists-discover-strange-new-water-bear-species/
https://www.i4u.com/2018/03/127331/new-tardigrade-species-found-japan
http://www.dailymail.co.uk/sciencetech/article-5447555/New-species-tardigrade-discovered-Japan.html
https://actualite.housseniawriting.com/science/biologie/2018/03/01/macrobiotus-shonaicus-sp-nov-une-nouvelle-espece-de-tardigrade/26013/
http://researchnews.plos.org/2018/02/28/mysterious-moss-piglet-researchers-discover-new-tardigrade-species/
https://www.smithsonianmag.com/smart-news/new-tardigrade-species-found-parking-lot-japan-180968315/
https://www.sciencealert.com/brand-new-species-tardigrade-discovered-rock-japan-carpark-macrobiotus-shonaicus-hufelandi
http://web.sfc.keio.ac.jp/~gaou/wiki/wiki.cgi/../sciencedaily.com/%A1%C4018/02/180228144439.htm
http://www.alphr.com/bioscience/1008680/tardigrade-species-%20japan-water-bear-car-park
http://www.techtimes.com/articles/222096/20180301/new-tardigrade-species-that-lays-unique-eggs-dicovered-in-a-parkng-lot-in-japan.htm
https://www.tennessean.com/story/news/2018/03/01/new-species-tardigrade-discovered-parking-lot-japan/385779002/
https://www.outerplaces.com/science/item/17915-tardigrade-species-parking-lot
http://www.12newsnow.com/article/news/nation-now/new-species-of-tardigrade-worlds-most-indestructible-creature-discovered-in-parking-lot-in-japan/465-690eaaae-c5bd-40af-a5ae-670a0678cb64
https://cosmosmagazine.com/biology/new-tardigrade-found-in-japanese-car-park
https://news.nationalgeographic.com/2018/03/tardigrade-water-bear-parking-lot-japan-spd/
https://wired.jp/2018/11/21/honda-clarity-phev-2-ws/
https://phys.org/news/2018-02-tardigrade-species-macrobiotus-shonaicus-sp.html
http://www.king5.com/article/news/nation-now/new-species-of-tardigrade-worlds-most-indestructible-creature-discovered-in-parking-lot-in-japan/465-690eaaae-c5bd-40af-a5ae-670a0678cb64
https://gizmodo.com/new-species-of-tardigrade-discovered-in-japanese-parkin-1823393554
http://www.ibtimes.co.uk/new-species-tardigrade-was-found-japanese-car-park-its-even-more-peculiar-others-1664534
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-04-4910163690795
https://www.upi.com/Science_News/2018/03/01/Scientists-discover-strange-new-water-bear-species/3411519931435/
http://www.newsweek.com/tardigrades-species-825333
http://www.valuewalk.com/2018/03/new-tardigrade-species-parking-l


・"New Tardigrade Species Found In Japan", The Africom, 3/1 2018 (URL)
・"New species of near-indestructible tardigrades found in parking lot", Mother Nature Network, 3/1

2018 (URL)
・"New Tardigrade Species That Unique Eggs Discovered in a Parking Lot Japan", Infosurhoy, 3/1

2018 (URL)
・"Scientists Have Found A New Kind Of Amazing Supersweet", The Bobr Times, 3/1 2018 (URL)
・"A New Species of Tardigrade Has Been Found in a Japanese Parking Lot", Atlas Obscura, 3/1

2018 (URL)
・"New species of tardigrade, world", Todays News, 3/1 2018 (URL)
・"New Even Stranger Species Of Tardigrade Found In Japanese Parking Lot", IFL Science! , 3/1

2018 (URL)
・"New Species Of Tardigrade Discovered In Japanese Parking Lot", GIZMODO AU, 3/2 2018

(URL)
・"New tardigrade species with unusual eggs found in Japanese parking lot", ZME Science, 3/2 2018

(URL)
・山形で「最強生物」クマムシの新種　慶応大先端研」, 日本経済新 , 3/2 2018 (URL)
・"A New Type of Tardigrade Just Turned Up in a Parking Lot", Scientific American, 3/2 2018

(URL)
・"New species of tardigrade, world's most indestructible creature, discovered in Japanese car park",

The Herald Scotland, 3/2 2018 (URL)
・"New tardigrade found in Japanese auto park", Newburgh Gazette, 3/2 2018 (URL)
・"Tiny ‘moss piglet’ micro-animal that could survive in space found living in car park", METRO,

3/2 2018(URL)
・"Tardigrade : Une nouvelle esp&#232;ce d&#233;couverte dans un parking japonais", Science Post,

3/2 2018 (URL)
・"New Even Stranger Species Of Tardigrade Found In Japanese Parking Lot", True Viral News, 3/2

2018(URL)
・"Descoberta nova esp&#233;cie de urso-d’&#225;gua ainda mais estranha do que o habitual",

ZAP, 3/2 2018 (URL)
・"New Tardigrade Species Found in Parking Lot in Japan 10ThousandCouple", 10000 Couple, 3/2

2018 (URL)
・「見つけた！新種クマムシ　鶴岡・国内 27 番目、名に「庄内」」, 山形新聞 , 3/2 2018 26 面

(URL)
・「新種のクマムシを山形県で発見、慶応大」, ナショナルジオグラフィック , 3/2 2018 (URL)
・「最強生物 " クマムシ " 新種、山形で発見」, PC  Watch, 3/2 2018 (URL)
・「最強生物クマムシの新種 山形県のアパート駐車場で発見！慶應大」, ハザードラボ , 3/2

2018 (URL)
・"Image of the Day: Tardigrade Eggs", The Scientist, 3/2 2018 (URL)
・"Japanilaiselta parkkipaikalta l&#246;ytyi maailman sitkein el&#228;in &#8211; selvi&#228

;&#228; avaruudessa ja voi muuttua h&#228;d&#228;ss&#228; lasiksi", Helsingin Sanomat, 3/2
2018 (URL)

・"A New Species Of Tardigrade Discovered in a Japanese Car Park", The Talking Democrat, 3/2
2018 (URL)

・"New species of tardigrade found in a Japanese car park", PC&Tech Authority, 3/2 2018 (URL)
・"New species of microscopic tardigrade discovered in a Japanese parking lot", BGR, 3/2 2018

(URL)
・"A New Tardigrade Species is Found Hiding in a Parking Lot", Helsingin Sanomat, 3/3 2018 (URL)
・「最強生物クマムシの新種発見」, 庄内日報 , 3/3 2018 7 面
・「最強生物クマムシの新種、山形の駐車場で発見」, Discovery Channel , 3/4 2018 (URL)
・「慶大、新種のクマムシを発見　「ショウナイチョウメイムシ」と命名」, 財経新聞 , 3/5

2018 (URL)
・"An even-weirder-than-usual tardigrade just turned up in a parking lot", Fox News, 3/5 2018 (URL)
・"New Species of Tardigrade Found in Japan", Sci-News, 3/5 2018 (URL)
・"&#200; stata scoperta una nuova specie di tardigrado", GALILEO, 3/5 2018 (URL)
・"Strange new "water bear" species discovered in a parking lot in Japan", Big Think, 3/6 2018 (URL)
・"Investigador japon&#233;s descubre una nueva especie de tard&#237;grado en un

estacionamiento", El Ciudadano, 3/6 2018 (URL)
・「鶴岡で新種のクマムシ…名前の一部に「ショウナイ」」, 読売新聞 , 3/9 2018 29 面 (URL)
・"New Tardigrade Species Found In Japanese Carpark", Asian Scientist, 3/9 2018 (URL)

25

https://www.asianscientist.com/2018/03/in-the-lab/new-tardigrade-species-in-japan/
https://www.discoverychannel.jp/ja/d-news/kumamushi-180302.html
http://bgr.com/2018/03/02/tardigrade-species-japan-parking-lot/
http://clicklancashire.com/2018/03/03/a-new-tardigrade-species-is-found-hiding-in-a-parking-lot.html
http://www.heraldscotland.com/news/16060613.New_species_of_world_s_most_indestructible_creature_discovered_in_Japan_car_park/
https://www.mnn.com/earth-matters/animals/stories/tardigrade-new-species-teach-us
http://10thousandcouples.com/2018/03/new-tardigrade-species-found-in-parking-lot-in-japan/
http://www.iflscience.com/plants-and-animals/new-even-stranger-species-of-tardigrade-found-in-japanese-parking-lot/
https://www.galileonet.it/2018/03/scoperta-nuova-specie-tardigrado/
http://bigthink.com/news/new-tardigrade-species-discovered-in-a-parking-lot-in-japan
http://trueviralnews.com/new-even-stranger-species-of-tardigrade-found-in-japanese-parking-lot/
https://www.hs.fi/tiede/art-2000005589511.html?ref=rss
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO27570770R00C18A3L01000/
https://sciencepost.fr/2018/03/tardigrade-nouvelle-espece-decouverte-parking-japonais/
http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/16/b/030200157/
http://theafricom.com/2018/03/01/new-tardigrade-species-found-in-japan.html
http://www.infosurhoy.com/cocoon/saii/xhtml/en_GB/science/new-tardigrade-species-that-lays-unique-eggs-dicovered-in-a-parkng-lot-in-japan/
https://zap.aeiou.pt/nova-especie-urso-dagua-193754
https://www.atlasobscura.com/articles/new-tardigrade-species
https://www.thetalkingdemocrat.com/2018/03/new-species-tardigrade-discovered-japanese-car-park/
http://todays-news.org/2018/03/01/new-species-of-tardigrade-world/
http://metro.co.uk/2018/03/02/tiny-moss-piglet-micro-animal-survive-space-found-living-car-park-7355354/
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/yajiuma/1109497.html
https://www.pcauthority.com.au/news/new-species-of-tardigrade-found-in-a-japanese-car-park-486156?utm_source=dlvr.it&utm_medium=twitter&utm_campaign=PC%20&%20Tech%20Authority
http://www.yomiuri.co.jp/science/20180309-OYT1T50032.html?from=ytop_ylist
https://www.the-scientist.com/?articles.view/articleNo/51989/title/Image-of-the-Day--Tardigrade-Eggs/
http://www.hazardlab.jp/know/topics/detail/2/3/23958.html
http://newburghgazette.com/2018/03/02/new-tardigrade-found-in-japanese-auto-park/
http://www.yamagata-np.jp/news/201803/02/kj_2018030200041.php
http://www.foxnews.com/science/2018/03/05/even-weirder-than-usual-tardigrade-just-turned-up-in-parking-lot.html
https://www.elciudadano.cl/animal/investigador-japones-descubre-una-nueva-especie-tardigrado-estacionamiento/03/06/
https://bobrtimes.com/scientists-have-found-a-new-kind-of-amazing-supersweet/6153/
https://www.zmescience.com/ecology/animals-ecology/new-tardigrade-species-unusual-eggs-found-japan/
https://www.scientificamerican.com/article/a-new-type-of-tardigrade-just-turned-up-in-a-parking-lot/
https://www.gizmodo.com.au/2018/03/new-species-of-tardigrade-discovered-in-japanese-parking-lot/
https://www.zaikei.co.jp/article/20180305/429563.html
http://www.sci-news.com/biology/new-species-tardigrade-japan-05784.html


・「最強生物クマムシの新種を山形県鶴岡市内で発見　慶應義塾大学」, 大学ジャーナルオン
ライ , 3/9 2018 (URL)

・「＜クマムシ＞鶴岡市で新種発見、アパート駐車場で採取したコケから「庄内」の地名加
え命名」, 河北新聞 , 3/13 2018  23 面 (URL)

・「山形」「最強生物」クマムシ新種、鶴岡で見つかる」, 朝日新聞 , 3/22 2018 25 面 (URL)
・"Tiny tardigrades might hold the key to the origin of life", The Japan Times, 3/23 2018 (URL)
・"5 new species discovered in 2018 2.TARDIGRADES", INDIA TODAY, 4/24 2018 (URL)
・"Scientists just found the 168th species of Japanese tardigrade in a mossy parking lot", QUARTZ,  3

/2 2018 (URL)
・ 「遺伝子が明かす、最強生物クマムシの強さと進化の道筋」、JST Science Portal、(URL)
・ 「sci tech file　クマムシに問う、生命とは何か？ クモ糸が紡ぐ、素材革命の夢 」、AXIS、

vol. 189, 74-79. (URL)
・ 「王蟲そっくり！超低温や宇宙でも生きる 地上最強クマムシをゲノム解析」、excite

ニュース 2017 (8/11) (URL)
・ 「ドゥジャルダンヤマクマムシとヨコヅナクマムシのゲノムを比較解析 - 慶大」、マイナ

ビニュース 2017 (8/7) (URL)
・ 「「地上最強生物」クマムシ 2 種の比較ゲノム解析　慶應義塾大学」、大学ジャーナル

ONLINE 2017 (8/13) (URL)
・ 「慶応大先端研 ( 鶴岡 ) クマムシの乾眠遺伝子解明 " 最強 " の謎に迫る 関連研究の基盤

に」、山形新聞 8 月 5 日 26 面
・ "Peu &#224; peu, le tardigrade nous r&#233;v&#232;le ses secrets de r&#233;sistance extr&#234

;me", Science Post, 7/31, 2017 (URL)
・ "The Hardy ‘Water Bear’ Did Not Get All Its Superpowers From Other Species", The WIRE, 7

/31, 2017 (URL)
・ 「慶大先端研の吉田さんら 特定の遺伝子の存在発見 クマムシゲノム解読 医療やバイテク

への応用期待」、荘内日報 7 月 30 日 1 面
・ 「“最強”クマムシ遺伝情報解読」, NHK, 7/28 2017 (URL)
・ "Secrets of the world's toughest creatures revealed”, BBC, 7/28 2017 (URL)
・ "The microscopic critter that can survive almost anything”, CNN, 7/28 2017 (URL)
・ "Secrets of Earth's 'indestructible' creatures revealed: Study of tardigrade DNA pinpoints proteins

that let them survive for up to 30 YEARS without food or water”, Daily Mail, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrade's DNA reveals water bears’ secrets”, UPI, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrade: Les scientifiques auraient perc&#233; une partie des secrets de l'animal qui pourrait

survivre &#224; l’apocalypse”, Le Huffington Post, 7/28 2017 (URL)
・ "Les tardigrades, ces animaux qui r&#233;sistent &#224; tout”, Le Monde, 7/28 2017 (URL)
・ "This microscopic critter can survive almost anything”, PIX11, 7/28 2017 (URL)
・ "Secrets of world’s toughest creatures revealed”, The Nation, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrade genomes help explain how they survive without water”, New Scientist, 7/28 2017

(URL)
・ "Genomic Analysis Leaves Tardigrade Phylogeny Unclear”, The Scientist, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrades aren’t champion gene swappers after all”, Science News, 7/28 2017 (URL)
・ "How tardigrades come back from the dead”, WIRED, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrades Are Still a Complete Evolutionary Mystery”, GIZMODO, 7/28 2017 (URL)
・ "Why Are Tardigrades the World’s Hardiest Creature? DNA Offers Clues”, Smithonian, 7/28

2017 (URL)
・ "Tardigrades: A Microscopic Creature That Seems Invincible”, Rush Hour Daily, 7/28 2017

(URL)
・ "Tardigrade genetic secrets unveiled”, COSMOS, 7/28 2017 (URL)
・ "When all other life ends, the one likeliest to endure”, The Indian EXPRESS, 7/28 2017 (URL)
・ "The Secrets of Unkillable Tardigrades Found in Their DNA”, Popular Mechanics, 7/28 2017

(URL)
・ "Le g&#233;nome des Tardigrades r&#233;v&#232;le quelques myst&#232;res”, Actualit&#233;

Houssenia Writing, 7/28 2017 (URL)
・ "Los Secretos Del Genoma Del Tard&#237;grado, Una Especie Indestructible”, euronews, 7/28

2017 (URL)
・ "Tardigrade Study Reveals More Secrets About these Fascinating Life Forms”, labroots, 7/28

2017 (URL)
・ "Some Biologists Aren't Impressed By Apocalypse-Proof Tardigrades”, Inverse Science, 7/28

2017 (URL)

26

https://actualite.housseniawriting.com/science/2017/07/28/le-genome-des-tardigrades-revele-quelques-mysteres/22851/
http://edition.cnn.com/2017/07/27/health/tardigrade-water-bear-survival-study/index.html
https://www.newscientist.com/article/2142047-tardigrade-genomes-help-explain-how-they-survive-without-water/
http://web.sfc.keio.ac.jp/~gaou/wiki/wiki.cgi/../http://www.lemonde.fr/sciences/video/2017/07/28/les-tardigrades-ces-animaux-qui-resistent-a-tout_5166296_1650684.html%23QxJDQA0OdzgctTWc.997/28%202017%20(%5BURL%7Chttp://www.lemonde.fr/sciences/video/2017/07/28/les-tardigrades-ces-animaux-qui-resistent-a-tout_5166296_1650684.html
http://www.excite.co.jp/News/society_g/20170811/Hazardlab_21430.html
http://www.axisinc.co.jp/media/magazinedetail/189/
http://es.euronews.com/2017/07/28/los-secretos-del-genoma-del-tardigrado-una-especie-indestructible
http://www3.nhk.or.jp/lnews/yamagata/6025296031.html
https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20180313-00000009-khks-soci
http://www.bbc.com/news/science-environment-40752669
http://news.mynavi.jp/news/2017/08/07/177/
http://www.huffingtonpost.fr/2017/07/28/le-tardigrade-cet-ourson-deau-qui-pourrait-survivre-a-lapocalypse_a_23053491/
https://cosmosmagazine.com/biology/tardigrade-genetic-secrets-unveiled
https://www.sciencenews.org/article/tardigrades-arent-champion-gene-swappers-after-all
http://univ-journal.jp/15324/
http://scienceportal.jst.go.jp/clip/20170914_01.html
http://www.smithsonianmag.com/smart-news/tardigrades-turn-out-not-be-dna-thieves-180964236/
https://www.asahi.com/articles/ASL3H5GHZL3HUZHB00V.html
http://nation.com.pk/snippets/29-Jul-2017/secrets-of-world-s-toughest-creatures-revealed
http://univ-journal.jp/19676/
https://www.indiatoday.in/education-today/gk-current-affairs/story/list-of-new-species-discovered-in-2018-1218941-2018-04-24
http://www.popularmechanics.com/science/animals/news/a27534/tardigrades-explained-dna-water-bears/
http://pix11.com/2017/07/27/this-microscopic-critter-can-survive-almost-anything/
https://www.labroots.com/trending/plants-and-animals/6542/tardigrade-genetic-study-reveals-secrets-fascinating-life-forms
https://qz.com/1219484/scientists-just-found-the-168th-species-of-japanese-tardigrade-in-a-mossy-parking-lot/
https://www.japantimes.co.jp/news/2018/03/23/national/science-health/tiny-tardigrades-might-hold-key-origin-life/%23.WrsISRSBCMi
http://indianexpress.com/article/technology/science/tardigrade-when-all-other-life-ends-the-one-likeliest-to-endure-4764171/
https://www.rushhourdaily.com/tardigrades-microscopic-creature-seems-invincible/
http://www.wired.co.uk/article/water-bears
https://www.inverse.com/article/34733-tardigrade-dna-sequenced-tree-of-life
https://www.upi.com/Science_News/2017/07/27/Tardigrades-DNA-reveals-water-bears-secrets/3061501184471/?spt=rrs&or=4
https://sciencepost.fr/2017/07/a-tardigrade-revele-secrets/
http://www.dailymail.co.uk/sciencetech/article-4718868/Secrets-tardigrades-revealed-DNA.html?ITO=1490
https://gizmodo.com/tardigrades-are-still-a-complete-evolutionary-mystery-1797336080
https://thewire.in/162615/tardigrades-genes-anhydrobiosis-radiation/
http://www.the-scientist.com/?articles.view/articleNo/49981/title/Genomic-Analysis-Leaves-Tardigrade-Phylogeny-Unclear/%23.WXou28X9Vpc.twitter


・ "Tardigrade genome reveals secrets of their toughness and evolution”, Earth Archives, 7/28 2017
(URL)

・ "DNA shows tiny tardigrades are just as cool as we thought”, Sciblogs, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrade’s DNA reveals water bears’ secrets”, Breitbart, 7/28 2017 (URL)
・ "DNA Analysis Reveals Why ‘Water Bears’ Are the World’s Toughest Animal”, Seeker, 7

/28 2017 (URL)
・ "New Tardigrade Study Reveals Where These Mystery Microbeasts Came From”, Science alert, 7

/28 2017 (URL)
・ "The Tardigrade’s Extraordinary Weirdness Continues”, Mental Floss, 7/28 2017 (URL)
・ "Secrets of the amazing tardigrades revealed by their DNA”, Phys.org, 7/28 2017 (URL)
・ "Research Round-Up: Tardigrades’ genes help them survive extreme conditions”, PLOS

Research News, 7/28 2017 (URL)
・ "Secrets of the amazing tardigrades revealed by their DNA”, Science Daily, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrade genome sequences reveal mystery of amazing resilience”, Slash Gear, 7/28 2017

(URL)
・ "Secrets and techniques of the world’s hardest creatures revealed”, The Real News, 7/28 2017

(URL)
・ "Les secrets de l'invincible tardigrade d&#233;crypt&#233;s par des chercheurs”, RTS, 7/28 2017

(URL)
・ "DNA Analysis Reveals Why 'Water Bears' Are the World's Toughest Animals”, LIVE

SCIENCE, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrades aren’t champion gene swappers after all”, Irann Dailyl, 7/28 2017 (URL)
・ "Tardigrades Are Still A Complete Evolutionary Mystery”, Gizmodo Australia, 7/28 2017 (URL)
・ 「「最強生物」クマムシの乾燥に強い遺伝子発見 慶大など仕組み解明」日本経済新聞 2017

年 7 月 28 日朝刊 28 面 (URL)
・ "Don't Get Too Caught Up With Secondary Findings" - Kazuharu Arakawa, Front Line Genomics

2017 June 17th (URL)
・ 「タウンキャンパスの未来 《座談会》地域に生きる、地域を生かす」三田評論 No.1206

(2016 年 12 月号）(URL)
・「緩歩動物クマムシの単一個体のゲノムシーケンシング」Nature Japan 著者インタビュー

(URL)
・ 「Wm の憂鬱、定点観測＝スパイバー (2)、とうとうクモなど新資源獲得に着手した」日

経バイオテク ONLINE Vol.2481 (URL)
・ 「クマムシの乾眠や高機能繊維クモ糸の解析から、生物の本質へ迫る」Life Technologies

NEXT no.35 May 2016 (URL)
・ 「クマムシから学ぶ生命」読売新聞 山形版 2015 年 5 月 27 日朝刊 30 面 (URL)
・ 「クマムシは生きながら死ぬ」WIRED vol.14 2014.11.25 (URL)
・ 「ゲノム新時代 変わる医療」AERA 1 月 20 日号 2014 (URL)
・ 「【リアルの逆襲】（03）　お母さんは水槽――倫理と救命のはざまで」日本経済新聞 朝刊

1 月 4 日 2014 (URL)
・ "Gene Browser with a Google Feel" Bio-IT World 2008 (March 1st) (URL)
・ 「国際オープンバイオ第８回年会ウィーンで日本の先進性を発表」日経バイオテク　BTJ

ジャーナル 2007 年 8 月号 20(2) 5-6 (PDF)
・ "Keio University Researchers Wow ISMB Crowd With New 3D Front End for E-Cell Platform"

BioInform 2007 11(30) (July 27th) (URL)
・「ゲノム解析で慶大生ら受賞」日経産業新聞　8 月 22 日 8 面 2002
・「ゲノム解析で新ソフト」庄内日報 1 月 10 日 1 面 2002
・「ゲノム解析簡単に」日経産業新聞 12 月 12 日 2001

Awards

・2025.09 日本生物物理学会 Biophysics and Physicobiology Editors' Choice Award 2024
・2023.03 SFC Faculty Award to recognize particularly outstanding achievements
・2022.06 日本発生生物学会 DGD Awards Editor-in-Chief Prize (Most cited)
・2020.06 日本発生生物学会 DGD Awards Wiley Prize (Most downloaded)

27

http://www.keio-up.co.jp/mita/index_1612.html
http://www.natureasia.com/ja-jp/scientificdata/papers-from-japan/sdata201663
http://www.eartharchives.org/articles/tardigrade-genome-reveals-secrets-of-their-toughness-and-evolution/
http://www.iran-daily.com/News/197595.html
https://www.livescience.com/59976-why-tardigrades-are-worlds-toughest-animal.html
http://www.nikkei.com/article/DGKDASM122001_S3A221C1MM8000/
http://biotech.nikkeibp.co.jp/btjjn/pdf/btjjn0708b.pdf
http://www.breitbart.com/news/tardigrades-dna-reveals-water-bears-secrets/
http://www.sciencealert.com/another-look-at-tardigrade-genes-has-revealed-its-closest-relatives
http://www.genomeweb.com/informatics/keio-university-researchers-wow-ismb-crowd-new-3d-front-end-e-cell-platform
http://kyoiku.yomiuri.co.jp/daigaku/contents/post-338.php
https://www.sciencedaily.com/releases/2017/07/170727141559.htm
http://web.sfc.keio.ac.jp/~gaou/wiki/wiki.cgi?page=Kazuharu+Arakawa
http://therealnews.website/secrets-and-techniques-of-the-worlds-hardest-creatures-revealed/
https://www.seeker.com/earth/animals/dna-analysis-reveals-why-water-bears-are-the-worlds-toughest-animal
http://publications.asahi.com/ecs/detail/?item_id=15571
http://www.frontlinegenomics.com/interview/12543/dont-get-caught-secondary-findings-kazuharu-arakawa/
https://www.gizmodo.com.au/2017/07/tardigrades-are-still-a-complete-evolutionary-mystery/
http://mentalfloss.com/article/503098/tardigrades-extraordinary-weirdness-continues
https://www.rts.ch/info/sciences-tech/8805775-les-secrets-de-l-invincible-tardigrade-decryptes-par-des-chercheurs.html
http://wired.jp/magazine/vol_14/
https://bio.nikkeibp.co.jp/atclwm/column/16/07/11/00075/?ST=wm
https://nextforum.heteml.jp/online-magazine/no35/?p=p12
https://phys.org/news/2017-07-secrets-amazing-tardigrades-revealed-dna.html
http://www.bio-itworld.com/BioIT_article.aspx?id=72408
http://www.nikkei.com/article/DGKKASDG27H77_X20C17A7CR8000/
https://sciblogs.co.nz/news/2017/07/28/dna-shows-tiny-tardigrades-just-cool-thought/
http://researchnews.plos.org/2017/07/28/research-round-up-tardigrades-genes-help-them-survive-extreme-conditions-women-and-children-also-exposed-to-hunting-related-pathogens-isotopes-in-neolithic-cattle-teeth-suggest-a-variety-o/
https://www.slashgear.com/tardigrade-genome-sequences-reveal-mystery-of-amazing-resilience-27493083/


・2019.02 山形県科学技術奨励賞
・2016.10 日本バイオインフォマティクス学会 Oxford Journals JSBi Prize.
・2016.03 Open Science Award 2015 by DBCLS: 2nd place in software division (for Crick-chan).
・2010.12 Mashup Award 6th: Team Lab Shanghai Award (for G-language Bookmarklet).
・2008.10 Mashup Award 4th: Google Award (for GenomeProjector).
・2003.09 Chem-Bio Informatics Society Best Poster Award.
・2003.03 Keio University President Award ( 慶應義塾塾長賞 ).
・2002.08 ISMB Best Poster Award by SGI.
・2002.04 SFC Student Award "G-language Genome Analysis Environment".
・2002.03 SFC Student Award "Bioinformatics Project".

28


	 荒川和晴 業績目録
	Research Contributions
	Research Publications
	Reviews and Others
	Books
	Books (Translations)
	Educational Tools
	Invited Talks/Lectures
	Talks
	Posters (Selected)
	Funding
	Patent
	Media Appearance
	Media Recognitions
	Awards


